
高
い
所

釦

お
ま
け
に
夜
目
の
効
く
こ
と
と
い
っ
た
ら
…

●れんさい競作リレー漫画一⑰

｢ ねこ小僧次郎吉句

猫じやらし ラッキー植松偽

崎■
＜

亭Ｉ

〆

彼
は

生
ま
れ
つ
い
て
の

盗
み
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
持
っ
て
い
た
の

で
あ
る

、〆－、〆－
､ザへ亜〆

妻多乙

と
び
お
り
て
も
平
気

榊
閥
〉

‘ひp か－， 天
性
の

忍
び
足

椎Ｐ
ｌ９ （

､》１

関

１
１４２
１

死〃 死
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Ｌ凸

そ
し
て

大
金
持
ち
の

蔵
か
ら
金
を

盗
み
だ
し
て
は

そ
の
金
を
お
し
気
も
庁

な
く
貧
し
い
人
々
に
一

与
え
る
の
で
あ
っ
た
。

＝

⑱

○○○

認： （
○○

妾電壁

｜
〃

た、

143

ね
こ
小
僧

陽

⑲｜、③
ね
こ
小
僧

だ
Ｉ
″

⑨ 一戸

』

⑨

威

訂
肉
Ｘ
ｙ
９
４
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｢ 王へゼキアの家・１７７６
年｣ グランマ・モーゼス
てと記周路
５し念年1 0 0 姫

ジ
リ
ジ
．
ナ
ル
〃
龍
馬
″
を
タ
レ

ン
ト
の
西
城
秀
樹
が
、
〃
お
り
よ

う
″
を
元
。
宝
塚
の
若
葉
ひ
ろ

み
が
演
じ
、
脚
本
。
作
詞
を
松

山
善
三
が
担
当
す
る
。

す
ば
ら
し
い
音
楽
と
踊
り
の

中
で
「
自
由
」
と
い
う
事
の
リ

ア
リ
テ
ィ
を
語
り
か
け
る
主
人

公
。
い
つ
の
時
代
も
自
由
こ
そ

専司

な
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
の
と
り
こ
に
な

っ
て
い
た
…
。
豊
か
な
旋
律
と

グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
風
の
華
や
か

さ
を
持
ち
あ
わ
せ
た
ワ
ー
グ
ナ

薗
旨
※

☆
栗
田
貢
一
・
清
水
ア
キ
ラ

ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ョ
ー

７
月
１
日
（
土
）
皿
時
・
肥
時
釦
分
神

も
の
ま
ね
四
天
王
と
し
て
人

気
を
博
し
て
い
る
栗
田
貫
一
と

・
穂
一
清
水
ア
キ
ラ

癖
識
渇
博
識
》
『
垂
》
鋤

￥
癖
諏
函
劇
挿
嘩
、
ル
齢
珂

識
鑓
鶴
勘
：
諦
峠
錘
（
宛
評

世
、
志
村
け
ん
、
田
原
俊
彦
ｅ

ｔ
ｃ
。
と
に
か
く
笑
え
ま
す
／

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
２
組
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
神
戸
っ

☆
ワ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇

「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」

特
Ｓ
席
８
０
０
０
円
Ｓ
席
６
０
０
０
円

Ａ
席
５
０
０
０
円
Ｂ
席
４
０
０
０
円

騎
士
で
あ
り
な
が
ら
、
ミ
ン

ネ
ゼ
ン
ネ
ー
（
吟
遊
詩
人
）
で

れ
た
」
「
こ

ろ
っ
と
い
か

れ
て
し
も

た
」
と
い
う

意
味
の
大
阪

弁
。
人
生
相

談
の
形
を
借

華麗な舞台
らもがＩンも
ずかいはホあ
妓かる恋イる
艶わに人ザタ

鍛
蔦
鳶

☆
桂
枝
雀
・
独
演
会

６
月
晦
日
采
）
蝿
時
釦
分
神
戸
文
化

鍵
灘
職
癖

副
鍵
》
撫
騨
》

需
癖
識
徽
》
峠
畢
碑
掛
》

る
・
他
に
桂
む
雀
の
「
天
災
」
や

桂
雀
々
の
「
夢
八
」
な
ど
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
２
組
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
神
戸
つ

ど
。
．

☆
海
外
姉
妹
都
市
絵
画
展

譜
磯
）
大
姫
鱒
舞
蒜
唖
円
一
般

が
原
動
力
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
き
っ
と
「
私
も
龍
馬
だ
」

と
い
う
共
感
が
生
ま
れ
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

☆
劇
団
神
戸
「
い
か
れ
こ
ろ
人

生
案
内
」

７
月
型
日
（
金
）
犯
時
釦
分
路
日
（
土
）

叫
時
・
鵡
時
訓
分
妬
日
（
日
）
皿
時

北
野
町
・
シ
ア
タ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト
一
般

２
０
０
０
円
学
生
１
５
０
０
円

「
い
か
れ
こ
ろ
」
と
は
「
ま

ん
ま
と
し
て
や
ら
れ
た
」
「
こ

ｌ
・
オ
ペ
ラ
の
重
厚
な
舞
台
は

観
る
者
を
圧
倒
す
る
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
四
日
・
ペ
ア
２
組

様
、
配
日
ペ
ア
ー
組
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

華
新
針
垂
耗
や
銅
に
吃
確
瑚
記
し
神
戸
っ

，謹蕊蕊議議溌 鱗；

１
１４４
１

り
て
老
い
も
若
き
も
、
男
と
女

の
問
題
の
も
ろ
も
ろ
を
軽
妙
沙

脱
に
解
き
あ
か
す
ご
存
知
、
田

辺
聖
子
の
珠
玉
の
短
篇
か
ら

「
紐
」
「
ど
こ
が
悪
い
」
「
鉄
の

規
律
」
「
浮
気
の
す
す
め
」
の

４
篇
を
競
作
劇
化
し
た
人
生
喜

劇
。
劇
団
神
戸
若
手
総
出
演
の

ア
ラ
ベ
ス
ク
模
様
を
夏
目
俊
二

の
演
出
で
…
。

卜
。
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
神
戸
っ
子

言
》
率
曝
〈
映
画

☆
マ
イ
ラ
イ
フ
・
ア
ズ
・
ア
・

ド
ッ
ク

亀
：

★
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
坂
本
龍
馬
」

６
月
３
日
（
土
）
Ｉ
濁
日
（
日
）
新
神
戸

オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
１
．
２
階
席
７
０

０
０
円
３
階
席
３
０
０
０
円

小
説
や
芝
居
で
幾
度
と
な
く

描
か
れ
て
き
た
坂
本
龍
馬
。
こ

爵
つ
の
海
外
姉
妹
都
市
（
ベ
ル
ギ

ー
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
中
国
）
か
ら
皿
余
点
を
数

え
る
作
品
が
出
展
さ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
街
の
人
々
が
独
自
の

文
化
を
形
成
し
て
き
た
中
で
生

み
だ
さ
れ
た
美
術
品
が
互
い
の

文
化
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に

〃
美
の
使
節
″
と
し
て
海
を
超

え
て
一
堂
に
集
う
。
民
族
色
豊

か
な
作
品
は
新
鮮
な
印
象
を
与

え
て
く
れ
る
。

★
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
２
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
神
戸
っ
子

「
海
外
姉
妹
絵
画
展
」
係
。

西城秀樹
をロヒ史の
オ１１的歴

冒
言
雲
二
雷
匠
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亀
：

６
月
上
旬
よ
り
「
新
ア
サ
ヒ
劇
場
」
ロ

ー
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
５
０
０
円
高
生

１
３
０
０
円

人
の
か
わ
り
に
宇
宙
に
飛
ば

さ
れ
た
人
工
衛
星
で
死
ん
だ
ラ

イ
カ
犬
に
く
ら
べ
れ
ば
、
ど
ん

な
事
が
起
っ
て
も
自
分
は
幸
せ

だ
と
考
え
る
担
歳
の
少
年
イ
ン

グ
マ
ル
の
マ
イ
ラ
イ
フ
。
豊
か

☆
も
と
ま
ち
寄
席
恋
雅
亭

、
日
（
土
）
塑
時
釦
分
元
町
凧
月
堂

ホ
ー
ル
－
２
０
０
円

し
ま
っ
て
い
る
思
春
期
の
想
い

像

☆
み
な
づ
き
会
コ
ン
サ
ー
ト

６
日
（
火
）
遁
時
県
民
小
劇
場
１

５
０
０
円

☆
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
神
戸
大
会
伽
日
前
行

事
「
和
波
孝
棺
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ

タ
ル
」

７
日
（
水
）
遮
時
釦
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

☆
第
賜
回
吹
奏
楽
団
プ
ラ
ス
・
ポ
ル
テ

ー
ニ
ョ
定
期
演
奏
会

、
日
（
土
）
哩
時
釦
分
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
５
０
０
円

★
第
２
回
五
十
嵐
喜
芳
・
公
開
レ
ッ
ス

ン
と
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

、
日
（
土
）
妬
時
生
田
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
２
０
０
０
円

★
型
池
・
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｄ
Ｉ

Ｘ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｚ
Ｚ
・
Ｆ
Ｅ
Ｓ

Ｅ
Ｉ
ｖ
Ａ
Ｌ

ｎ
日
（
日
）
、
時
武
庫
川
学
院
第
３

学
舎
・
甲
子
園
会
館
３
０
０
０
円

☆
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
Ⅲ

「
ビ
ア
ノ
ト
リ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ッ
」

哩
日
（
月
）
理
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

３
０
０
０
円

☆
プ
ラ
ザ
ー
ス
・
フ
ォ
ア

鵡
日
（
火
）
四
時
明
石
市
民
会
館
大

国
音

楽
イ
ブ
。
豊
か

ユ
な
ユ
ー
モ

寺
ア
と
繊
細

竪
な
演
出
に

発
よ
っ
て
、

唾
だ
れ
も
が

郵
心
の
奥
に

I鍵
柴田恭平
に軽舞の
と三台津
り味。軽
懸線津が

鍵
鱒
驚 爵 出

を
ゆ
さ
ぶ
る
名
篇
。

☆
夢
の
祭
り

６
月
上
旬
よ
り
「
ロ
ッ
ポ
ー
ー
カ
三
宮
」
ロ

ー
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
５
０
０
円
高
生

１
３
０
０
円

吉
は
、
秋
祭
り
の
三
味
線
競
争

に
隣
村
の
勇
造
に
負
け
、
失
意

の
う
ち
に
村
を
去
る
。
恋
人
を

も
失
っ
た
建
吉
だ
が
、
修
業
の

ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

☆
第
蛎
回
小
さ
な
こ
ん
さ
あ
Ｉ
と
「
三

人
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
の
夕
べ
」

即
日
（
火
）
四
時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
２
０
０
０
円

☆
フ
ラ
ン
ッ
・
リ
ス
ト
室
内
管
弦
楽
団

即
日
（
火
）
四
時
伊
丹
市
立
文
化
会

館
５
０
０
０
円

☆
デ
ュ
オ
ハ
ヤ
シ
が
贈
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ぐ
畠
﹈
・
ト
リ
オ
の
夕
べ

認
日
（
金
）
四
時
神
戸
市
立
博
物
館

３
０
０
０
円

☆
宮
本
研
追
悼
・
新
劇
合
同
公
演
「
事

・
桃
中
軒
牛
右
衛
門
の
」

理
日
（
木
）
ｌ
溺
日
（
日
）
狙
時
巧
分

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
３
４
５
０
円

☆
文
学
座
公
演
「
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
ル
ー

ム
」犯

日
（
水
）
・
調
日
（
木
）
畑
時
釦
分

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
４
０
０
０
円

旅
で
開
眼
し
、
再
び
勇
造
と
対

決
す
る
…
。

熱
烈
な
映
画
フ
ァ
ン
で
あ
る

長
部
日
出
雄
（
直
木
賞
作
家
）

の
第
１
回
監
督
作
品
。
ス
ク
リ

ー
ン
を
通
し
て
芸
の
持
つ
魔
性

が
表
現
さ
れ
る
。

☆
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

６
月
上
旬
よ
り
「
国
際
松
竹
」
に
て
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
一
般
１
５
０
０
円
大
高
生

１
３
０
０
円

万
年
最
下
位
候
補
の
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ト
・
イ
ン
デ
イ
ア
ン
ズ
。

大
リ
ー
グ
史
上
、
最
弱
に
し
て

最
低
と
い
わ
れ
た
こ
の
チ
ー
ム

に
何
と
女
性
オ
ー
ナ
ー
誕
生
。

☆
花
柳
秀
十
輝
師
籍
釦
周
年
記
念
・
と

き
の
会

ｎ
日
（
日
）
、
時
鋤
分
尼
崎
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
４
０
０
０
円

一
》
軍
需
《
〈
映
画

ゥ

合

古
典
芸
能

蔦隆簡展専篠悪鑑
文谷国回山ご会龍忠丸
堂国宝出窯う・山生美
ギ子。石吉美日展水術
ヤ・金焼賀術本彩画
ラ千城・大画画画廊
リ鶴次四眉廊展展
Ｉ６展６郎６世６．６６６
／／新／永／将／／／
２８２１作1 4 浬７夫２２１５８
１１展ｌ永’新１１１
７６６信６作６６６
／／／作／展／／／
３２６１９陶ﾕ ２２７２０１３

昭
和
初
期

か
れ
た
建

心

１
１４５
１

★
市
民
映
画
劇
場
「
サ
イ
レ
ン
ト
ボ
イ

ス
」晦

日
（
木
）
哩
時
訓
分
妬
日
（
金
）

蝿
時
釦
分
幻
日
（
土
）
狸
時
．
、
時

妬
分
・
狙
時
釦
分
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル

一
般
１
０
０
０
円
会
員
８
０
０
円

忽
・
．

吉
田
庚
喜
展
６
／
、
１
６
／
鵡

愛
と
幻
想
の
シ
ャ
ガ
ー
ル
展

６
／
型
１
７
／
７

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
じ
さ
い

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
パ
ス
テ
ル
画
会
創
立
展

６
／
鋤
１
６
／
坊

★
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
２
回
ぐ
る
Ｉ
ぷ
・
ゆ
う
墾
彩
画
展

６
／
塑
１
６
／
Ⅳ

玄
心
書
道
公
募
展
６
／
蝿
１
６
／
躯

ぎ
っ
と
・
ぴ
と
れ
い
ゆ
グ
ル
ー
プ
展

６
／
鋤
１
６
／
鋸

☆
せ
い
で
ん
ラ
ピ
ン
グ
ホ
ー
ル

現
代
欧
米
・
ア
ー
ト
展６

／
９
１
６
／
即

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

神
戸
ハ
ツ
セ
ル
ブ
ラ
ッ
ド
・
フ
ォ
ト
ク

ラ
ブ
展
６
／
１
１
６
／
６

千
絵
香
展
６
／
８
１
６
／
超

あ
ぶ
み
の
会
作
品
展
６
／
躯
１
６
／
加

第
晦
回
こ
う
べ
芸
文
美
術
展

６
／
狸
１
６
／
”

プ
ー
プ
渦
展
６
／
調
１
７
／
４

☆
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル

神
戸
の
水
道
展

６
／
１
１
６
／
６

喜
久
屋
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ

６
／
８
１
６
／
巧

籾
燦
諜
展
６
／
唾
１
６
／
加

第
巧
回
こ
う
べ
芸
文
美
術
展

６
／
配
１
６
／
”

「
市
民
の
グ
ラ
フ
こ
う
べ
」
加
号
記
念

６
／
酌
１
７
／
４

☆
神
戸
市
立
博
物
館

金
繭
隈
作
品
展
・
現
代
韓
国
民
画
の
世

界
５
／
”
ｌ
Ⅵ
／
２

鶴蕊愉蕊雲
豊塵Ｉ快上し位Ｉいとミを
プ氏をコス、で〃最ｌしそｌ増名Ｚメボ痛大を下ナてうブ

蕊
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デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
映
画

『
ペ
し
』
を
見
つ
め
て
…

･峨橘蕊寿。
卓

寺

少
年
の
頃
、
そ
れ
は
大
正
十
年
の
こ
ろ
、
私
は
農
民
文
学
に
読

げ
い
こ

み
ふ
け
っ
た
。
お
も
て
の
座
敷
の
一
一
階
で
、
う
ち
の
芸
子
が
〃
勧

進
帳
″
の
三
味
線
の
お
さ
ら
い
を
繰
り
返
し
や
っ
て
い
た
と
き

な
が
つ
か
た
か
し

私
は
そ
の
三
味
の
バ
チ
さ
ば
き
の
幸
白
色
を
聞
き
な
が
ら
長
塚
節
の

「
土
」
の
農
民
文
学
に
読
み
ふ
け
っ
た
。
私
が
、
い
ま
谷
崎
文
学

あ
い

と
深
沢
七
郎
文
学
を
同
時
に
愛
す
る
の
は
》
」
の
少
年
の
育
ち
か
ら

で
は
あ
る
ま
い
か
。

い
ま
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
合
作
の
「
ぺ
し
」
（
一
九
八

七
年
作
・
一
一
時
間
三
○
分
）
を
銀
座
の
和
光
の
う
ら
の
フ
ラ
ン
ス

映
画
社
が
よ
く
使
う
こ
じ
ん
ま
り
し
た
豪
華
な
試
写
室
で
見
て
き

た
と
こ
ろ
だ
。
い
ま
か
ら
一
○
○
年
前
の
話
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か

ら
デ
ン
マ
ー
ク
の
ポ
ン
ホ
ル
ム
島
に
出
か
せ
ぎ
に
き
た
人
た
ち
、

と
い
う
よ
り
も
食
う
に
困
っ
た
貧
し
い
労
働
者
た
ち
の
そ
の
群
れ

に
ま
じ
っ
て
九
才
の
ぺ
し
と
も
う
老
人
と
言
い
た
い
。
ヘ
レ
の
父
親

が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
や
っ
て
来
て
、
雇
い
主
を
探
す
と
こ
ろ
か

ら
映
画
は
始
ま
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
親
子
は
、
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
ぬ

ゆ
め

る
こ
と
と
、
酒
が
気
が
ね
な
く
飲
め
る
一
」
と
、
そ
の
夢
を
求
め
て

や
っ
て
来
た
の
だ
が
、
子
持
ち
の
老
人
な
ど
、
雇
い
手
は
な
い
。

そ
ん

い
だ

親
子
は
そ
の
漁
村
の
港
の
石
だ
た
み
の
上
に
立
っ
て
抱
き
合
う
。

い
ま
か
ら
一
○
○
年
前
と
言
え
ば
明
治
二
十
二
年
。
ふ
と
日
本

鮭
じ

の
労
働
者
の
ブ
ラ
ジ
ル
行
き
そ
の
始
ま
り
の
頃
を
も
思
う
。

映
画
は
食
っ
て
ゆ
け
ぬ
父
と
子
が
、
ど
う
や
ら
雇
い
手
を
見
つ

け
馬
小
舎
に
藁
た
ぱ
を
ベ
ッ
ド
に
、
こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
親
子
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
よ
み
が
え
る

も
の
が
た
り

物
語
。
よ
れ
よ
れ
の
し
み
だ
ら
け
の
シ
ャ
ツ
が
痛
ま
し
い
、
》
」
の

ぺ
し
の
老
父
（
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ド
ウ
）
が
見
事
な
演
技

い
つ
ぱ
い

を
見
せ
る
。
打
ち
ひ
し
が
れ
て
一
杯
の
酒
に
あ
い
ソ
つ
く
だ
け
で
、

そ
の
一
日
を
あ
り
が
た
が
っ
て
い
る
こ
の
ぺ
し
の
父
が
、
・
ヘ
レ
を

産
ん
で
五
年
目
に
死
ん
だ
妻
の
あ
と
は
、
ず
っ
と
や
も
め
を
通

●
巴

し
、
い
や
、
通
す
よ
り
も
後
妻
な
ど
貰
う
ぜ
に
の
あ
る
わ
け
も
な

く
、
い
ま
も
ぺ
し
を
抱
き
し
め
て
眠
り
な
が
ら
、
死
ん
だ
妻
の
こ

ひ
ふ

と
が
皮
層
に
思
い
を
伝
え
、
声
」
の
老
父
は
こ
の
島
の
後
家
を
心
の

ね
ら

奥
で
狙
っ
た
い
ソ
も
し
た
。
。
ヘ
レ
は
や
っ
と
学
校
に
ゆ
く
。
〃
や
－

い
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
野
郎
″
と
学
校
で
い
ぢ
め
ら
れ
る
。
私
は
デ

ン
マ
ー
ク
が
こ
の
よ
う
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
こ

と
で
び
っ
く
り
し
た
。
映
画
と
い
う
も
の
は
歴
史
や
地
理
の
。
ヘ
ー

●
●

ジ
か
ら
生
き
た
血
と
肉
の
な
ま
の
匂
い
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
な

●
。
■
●

の
だ
。
そ
れ
は
教
科
書
の
活
字
で
は
得
ら
れ
ぬ
な
ま
な
ま
し
さ
が

あ
る
も
の
な
の
だ
。
イ
ギ
リ
ス
っ
子
が
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
を
馬
鹿
に

し
た
こ
と
も
映
画
で
知
っ
た
が
デ
ン
マ
ー
ク
が
明
治
時
代
に
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
を
馬
鹿
に
し
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
。
も

っ
と
も
こ
の
映
画
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
貧
農
が
食
う
に
困
っ
て
デ

ン
マ
ー
ク
の
小
さ
な
島
に
出
か
せ
ぎ
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
出
か
せ
ぎ
者
を
馬
鹿
に
し
た
の
か
も
わ
か
ら
ぬ
が
、
馬
鹿
に
さ

れ
た
。
ヘ
ラ
が
〃
死
ん
で
や
る
、
お
ま
え
ら
見
て
お
れ
″
と
学
校
の

こ
お
り
う
み

仲
間
た
ち
の
臼
Ｈ
の
ま
え
で
、
氷
の
海
の
中
へ
ザ
ブ
ザ
ブ
と
這
入
っ

て
少
年
た
ち
を
唖
然
と
さ
す
シ
ー
ン
の
そ
の
氷
が
い
っ
ぱ
い
浮
い

１
１４６
１
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蝋
つ
め

て
い
る
海
の
水
の
そ
の
冷
た
さ
が
見
事
な
キ
ャ
メ
ラ
（
ノ
イ
ェ
Ⅷ
ソ

エ
・
ペ
ル
シ
ョ
ン
）
で
映
画
な
ら
で
は
の
実
感
を
出
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
小
さ
な
島
の
そ
の
島
に
住
む
人
た
ち
の
生
活

が
、
と
き
に
な
ま
ぐ
さ
く
、
セ
ク
シ
ィ
に
、
と
き
に
貧
者
に
は
冷

酷
な
る
目
で
見
つ
め
た
古
き
時
代
の
そ
の
村
び
と
の
ス
ケ
ッ
チ

に
、
こ
の
映
画
は
悲
し
い
貧
し
い
そ
の
父
と
子
を
見
せ
て
、
思
わ

ず
「
木
靴
の
樹
」
を
思
い
出
さ
せ
た
が
、
あ
の
映
画
で
は
貧
し
く

て
靴
も
買
え
ぬ
小
学
生
の
わ
が
子
に
父
が
夜
を
明
か
し
て
木
を
け

ず
り
靴
を
作
っ
て
や
る
と
い
う
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
「
・
ヘ
レ
」
は
二
時
間
三
○
分
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
い
う
も

の
を
持
っ
て
い
な
い
の
が
心
に
ひ
っ
か
か
り
、
そ
れ
が
二
時
間
三

○
分
、
い
っ
さ
い
画
面
か
ら
目
を
離
さ
せ
ぬ
だ
け
の
力
を
持
っ
て

い
る
こ
と
で
、
こ
の
映
画
の
監
督
の
ピ
レ
。
ア
ウ
グ
ス
ト
の
演
出

油

ｐ

◆

１
１４７
１

○
分
、
い
っ
さ
い
画
面
か
ら

い
る
こ
と
で
、
こ
の
映
画
の

ス
タ
イ
ル
に
注
目
し
た
。
こ

の
監
督
は
一
九
四
八
年
デ
ン

マ
ー
ク
生
れ
だ
か
ら
今
年
ま

だ
四
十
一
歳
で
あ
る
。
そ
れ

ろ
う
た
い
か

な
の
に
声
」
の
老
大
家
振
り
は

お
そ
ろ
し
い
。
し
か
し
初
め

こ
お
り

に
述
べ
た
．
へ
し
が
氷
の
浮
い

た
水
に
ズ
ブ
ズ
ブ
と
這
い
り

込
む
シ
ー
ン
ひ
と
つ
を
見
て

も
実
に
そ
の
感
覚
は
す
る
ど

き
ろ
く

く
、
房
」
の
監
督
が
記
録
映
画

あ
が
り
の
こ
と
で
〃
目
で
見

る
映
画
″
の
積
神
を
身
に
し

み
こ
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
の
だ
っ
た
。
一
九
七
八

た
ん
ぺ
ん

年
か
ら
短
篇
を
と
り
「
・
へ
し
」

は
こ
の
監
督
が
劇
場
用
の
映

画
を
一
九
八
三
年
に
初
め
て

と
っ
て
か
ら
ま
だ
四
本
目
と

知
っ
た
。
そ
う
で
あ
ろ
う
ま

だ
四
十
一
歳
な
ん
だ
も
の
。

踊
驚

け
れ
ど
も
短
篇
だ
と
か
テ
レ
ビ
映
画
な
ど
は
既
に
十
本
以
上
も
と

っ
て
お
り
映
画
と
い
う
も
の
を
す
っ
か
り
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と

で
実
に
た
の
も
し
い
監
督
だ
。

私
は
こ
の
映
画
の
老
父
に
扮
し
た
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ド

ウ
の
名
演
に
ひ
ざ
の
り
だ
し
た
が
、
一
九
八
七
年
度
の
ア
カ
デ
ミ

ィ
賞
ノ
ミ
ネ
イ
ト
で
マ
ッ
ク
ス
の
名
が
あ
が
り
な
が
ら
、
入
賞

（
主
演
男
優
賞
）
が
「
レ
イ
ン
マ
ン
」
の
ホ
フ
マ
ン
だ
っ
た
こ
と

で
意
外
と
さ
え
思
え
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

た
ん
じ
よ
う

デ
ン
マ
ー
ク
は
活
動
写
真
が
誕
生
し
た
初
期
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
と
な
ら
ん
で
そ
の
製
作
は
盛
ん
で
あ

り
、
大
正
初
期
、
私
は
小
学
二
年
生
の
こ
ろ
、
早
く
も
デ
ン
マ
－

し
ろ
く
之

ク
映
画
、
そ
の
ノ
ル
ジ
ス
会
社
の
マ
ー
ク
（
白
熊
）
ま
で
覚
え
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
え
ば
あ
の
名
監
督
の
ド
ラ

イ
エ
ル
も
デ
ン
マ
ー
ク
そ
し
て
つ
い
こ
の
あ
い
だ
の
「
バ
ベ
ッ
ト

ば
ん
さ
ん

の
晩
餐
会
」
も
デ
ン
マ
ー
ク
。
再
び
こ
の
国
の
土
の
香
り
を
し
み
こ

ま
せ
た
農
民
映
画
「
ぺ
し
」
を
見
て
逆
に
今
の
豪
華
な
都
会
感
覚
映

画
の
な
か
で
の
こ
の
大
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
、
モ
ダ
ン
を
さ
え
受
け
た
。
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福田シェフ( 左) が心をこめて作ります。

ノ

☆
〃
洋
菓
子
天
国
属
。
切
目
展
″

居
留
地
文
化
か
ら
の
贈
り

物
、
村
上
和
子
さ
ん
が
選
ん
だ

洋
菓
子
神
戸
の
神
様
達
記
名
の

作
品
が
揃
い
も
揃
っ
た
。

５
月
３
日
１
７
日
ま
で
の
５

日
間
、
大
丸
神
戸
店
７
階
で
催

さ
れ
た
。
「
○
冨
詳
忠
昌
、
「
母

の
日
」
、
「
春
風
齢
蕩
」
等
本
当

に
お
菓
子
な
の
Ⅵ
と
感
心
至
極

の
精
巧
な
作
品
や
「
属
○
ｍ
画
」

等
、
許
さ
れ
る
な
ら
一
口
試
食

し
た
い
位
お
い
し
そ
う
な
作
品

群
は
、
居
留
地
文
化
と
い
う
ハ

イ
カ
ラ
な
文
化
を
上
手
く
育
ん

で
き
た
神
戸
な
ら
で
は
の
も
の

と
い
え
る
。
Ｆ
・
ピ
ゴ
氏
、
Ｆ

・
モ
ロ
ゾ
フ
氏
等
、
洋
菓
子
の

神
様
達
の
技
は
５
万
３
０
０
０

人
以
上
の
洋
菓
子
天
使
達
を
大

満
足
さ
せ
た
。

国
中
央
区
加
納
町
２
１
５
１
１
布
引
ピ
ル

Ｂ
１
Ｆ
ｐ
官
２
６
１
．
２
６
２
０

加
配
釦
１
Ｍ
”
釦
Ⅳ
“
、
ｌ
配
唖
卯

☆
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

杉
熊
の
味
空
間

阪
神
元
町
駅
を
南
へ
・
元
町

三
丁
目
と
の
間
に
あ
る
道
を
西

へ
少
し
行
く
と
、
山
側
に
日
国

ビ
ル
。
夕
暮
れ
時
、
そ
の
地
下

に
あ
る
「
杉
鰭
」
へ
入
る
と
、

カ
ウ
ン
タ
ー
は
常
連
さ
ん
で
満

員
だ
。
杉
の
お
兄
ち
ゃ
ん
こ
と

上
川
重
樹
さ
ん
が
、
美
味
し
そ

う
な
童
顔
で
〃
い
ら
っ
し
ゃ
い

／
、
″
「
う
ち
は
、
家
の
台
所
で
毎

日
食
べ
て
る
よ
う
な
気
分
で
、

魚
料
理
や
、
お
脂
を
食
べ
ら
れ

る
か
ら
エ
エ
ネ
ン
。
そ
の
上
、

安
い
か
ら
毎
晩
で
も
Ｏ
Ｋ
や
」

と
コ
ン
ビ
の
山
下
の
お
姉
ち
ゃ

ん
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
常
連
さ
ん

の
顔
を
見
て
お
酒
の
量
も
加
減

す
る
。
「
こ
こ
の
お
巻
き
は
名

物
や
」
と
お
隣
り
さ
ん
。
初
め

て
の
お
客
も
い
つ
の
間
に
か
お

な
じ
み
に
な
っ
て
し
ま
う
。

び
っ

回
中
央
区
元
町
通
３
１
胞
日
国
ピ
ル
Ｂ
Ｆ

３
９
１
１
１
５
１
７

★
メ
キ
シ
カ
ン
の
風
味
を
ノ
．

今
年
四
月
二
十
二
日
（
土
）
に

●

年

ａ

一口味わいたいお菓子。

★
神
戸
風
新
イ
タ
リ
ア
料
理
を

洗
練
さ
れ
た
大
人
の
雰
囲
気

と
本
格
的
な
味
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ロ
が
６
月
で
一
周
年
を
迎
え

る
。
明
石
の
海
の
幸
、
神
戸
ビ

ー
フ
、
と
選
り
す
ぐ
っ
た
材
料

を
使
っ
て
福
田
シ
ェ
フ
に
よ
っ

て
作
り
出
さ
れ
る
料
理
は
、
イ

タ
リ
ア
に
こ
だ
わ
ら
ず
日
本
の

四
季
に
あ
わ
せ
て
好
評
と
か
。

一
周
年
記
念
の
メ
ニ
ュ
ー
は

６
月
晦
日
ｌ
Ⅳ
日
の
３
日
間
で

七
千
、
八
千
円
（
税
別
）
の
２

コ
ー
ス
。
ウ
ナ
ギ
な
ど
初
夏
な

ら
で
は
の
味
覚
を
使
っ
た
極
め

つ
け
の
コ
ー
ス
料
理
、
シ
ェ
フ

手
書
き
の
メ
ニ
ュ
ー
、
プ
ロ
フ

ィ
ー
ロ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

内
容
的
に
も
お
得
な
こ
の
機

会
を
お
見
逃
し
な
く
。

へ
卜
飲
み

郡
》
斗
癖
号
詫

な
し
し
し
ぃ
。

み
プ
ェ
９
度
の

の
い
ヴ
ワ
イ
ン

者
し
一
「
ヌ
ー

読
い
ヌ
ヴ
エ
レ

愛
お
－
と

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
が
飲
み
あ

き
し
な
い
フ
ル
ー
テ
ィ
な

風
味
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
、
さ
わ
や
か
な
酔
い
心

地
を
約
束
す
る
ワ
イ
ン
を

発
売
中
／
，

飲
み
や
す
さ
が
新
し
い
。

買
い
や
す
さ
が
新
し
い
。

扱
い
や
す
さ
が
新
し
い
。

と
い
う
３
つ
の
新
し
さ
と

ス
ラ
リ
と
し
た
風
の
イ
メ

ー
ジ
で
、
口
当
り
も
柔
ら

か
な
「
ヌ
ー
ヴ
ェ
レ
ー
ル
」

を
赤
白
各
１
本
合
計
２
本

を
読
者
６
名
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。溌

識
織
球
．
…
割
調
蕊
舗
蕊
鍔
識
識

■
「
ヌ
ー
ヴ
ェ
レ
ー
ル
」
ご
希
望

の
方
は
、
住
所
・
氏
名
・
雷
を
記

入
の
上
〒
剛
神
戸
市
中
央
区
東
町

畑
１
１
大
神
ビ
ル
９
Ｆ
月
刊
神
戸

っ
子
「
ヌ
ー
ヴ
ェ
レ
ー
ル
」
係
ま

で
ど
し
ど
し
と
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

美味しそうな上川重樹（右）さん
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鍵

己

雛

二
十
周
年
を
迎
え
た
（
テ
ィ
フ

ァ
ー
ナ
）
は
、
今
ま
で
よ
り
も

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
を

と
っ
て
木
造
り
の
テ
ー
ブ
ル
と

椅
子
に
白
亜
の
壁
が
、
よ
り
メ

キ
シ
カ
ン
の
香
り
を
た
だ
よ
わ

せ
て
い
る
。
お
す
す
め
の
メ
ー
ー

ュ
ー
は
ト
ル
テ
イ
ー
ア
（
１
０

０
円
）
、
パ
エ
リ
ア
（
ソ
フ
ト
９

０
０
円
、
ハ
ー
ド
８
０
０
円
）
、

魚
介
類
メ
ニ
ュ
ー
も
ふ
え
、
初

め
て
の
方
に
は
コ
ー
ス
料
理

（
５
０
０
０
円
１
８
０
０
０
円
）

を
、
ド
リ
ン
ク
類
は
テ
キ
ー
ラ

ベ
ー
ス
の
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
、
サ

ン
ラ
イ
ズ
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

で
は
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ａ
を
一
度

試
め
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

図
中
央
区
中
山
手
通
１
１
鋤
ｌ
鰯
パ
ー
ル

コ
ー
ポ
ラ
ス
ビ
ル
ー
面
２
４
２
１
０
０

４
３
Ｐ
Ｍ
５
時
ｌ
Ａ
Ｍ
１
時

☆
カ
ク
テ
ル
・
ラ
ン
デ
ブ
ー

北
野
の
ネ
オ
ク
ラ
シ
カ
ル
な

洋
館
・
Ｏ
Ｃ
唖
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
・

ロ
ブ
ス
タ
ー
、
ダ
ン
ジ
ュ
ネ
ス

ク
ラ
ブ
な
ど
の
新
鮮
な
シ
ー
フ

ー
ド
を
東
西
に
広
が
る
キ
ラ
メ

ク
夜
景
と
共
に
味
わ
う
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
タ
イ
ム
。
ア
フ
タ
ー
デ

愉快なママの理羅さん

蕊
喝喝｡ｑ

蕊ー：

１
１４９
１

中
央
区
北
野
町
３
１
２
１
５
Ｂ
Ｋ
プ

ラ
ザ
ー
Ｆ
同
唖
ｌ
Ｏ
Ｏ
４
８

Ａ
Ｍ
Ⅷ
』
ｍ
ｌ
Ａ
Ｍ
２
酌
加

ハ
ン
タ
ー
坂
を
登
り
つ
め

た
異
人
館
倶
楽
部
の
右
側
、

Ｂ
Ｋ
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ
に
め
ざ
す

パ
ー
ル
ズ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
＆

Ｂ
Ａ
Ｒ
〃
セ
レ
ジ
ェ
〃
が
あ

る
。
ま
ず
ゴ
ー
ル
ド
と
パ
ー

ル
の
舷
ゆ
い
光
輝
く
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
が
、
目
に
飛
び
こ
ん

で
く
る
。
そ
の
奥
が
ブ
ラ
ッ

ク
＆
レ
ッ
ド
で
ト
ー
タ
ル
コ

ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
さ
れ
、
落
ち

■
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｌ
Ｓ
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｒ
Ｙ

＆
Ｂ
Ａ
Ｒ

舘画

弗凸

．
Ｊ
調
判
鵠
唖
般
爵
縁 蕊セ

レ
ジ
エ

匂

和気あいあいのスタッフノ

カクテルな夜

つ
い
た
ム
ー
ド
を
漂
わ
せ
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
ま
た
カ
ウ
ン

タ
ー
背
後
の
ガ
ラ
ス
張
か
ら
の

自
然
光
が
よ
り
一
層
不
思
議
な

世
界
を
酸
し
だ
す
。
こ
の
店
の

売
り
物
は
、
や
は
り
ジ
ュ
エ
リ

ー
ネ
ー
ム
の
つ
い
た
カ
ク
テ
ル

だ
。

鍵

ムード漂うカウンター

識
が
、
ほ
ら
ふ
き
ビ
ル
。
そ
の
６

Ｆ
に
ド
リ
ン
ク
イ
ン
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
リ
ラ
ッ
ク
ス
が
５
月

加
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
と
、
美
人
ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ
の

マ
マ
、
理
羅
さ
ん
の
愉
し
い
お

喋
り
が
特
徴
の
お
店
で
、
本
当

に
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。

客
層
も
女
子
大
生
グ
ル
ー
プ

か
ら
会
社
の
社
長
ま
で
と
、
マ

マ
の
豊
富
な
経
験
談
と
愉
快
な

お
喋
り
の
内
容
が
う
か
が
え
る

一
度
は
入
っ
て
み
た
い
お
店
。

回
中
央
区
中
山
手
通
２
１
抑
’
５

ほ
ら
ふ
き
ピ
ル
６
Ｆ
⑩
Ｐ
Ｍ
Ｉ

雷
独
ｌ
Ｏ
１
６
６
６
月
は
年
中
無
休

－
ス
に
し
た
〃
Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

哩
〃
も
優
し
さ
に
満
ち
た
夜
を

演
出
し
て
く
れ
る
。

国
中
央
区
北
野
町
２
‐
畑
１
２
Ａ
Ｍ
Ⅲ

”
伽
Ｉ
Ｐ
Ｍ
川
”
叩
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

Ｐ
Ｍ
９
函
伽
）
第
３
火
畷
休
雷
刈
１

６
１
１
３

お
喋
り
が
愉
し
い
バ
ー
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
・
し
て
ノ
．

中
山
手
通
２
丁
目
の
山
手
幹

線
沿
い
に
ち
ょ
っ
と
面
白
い
ネ

ー
ミ
ン
グ
の
ビ
ル
が
建
っ
て
い

る
。
縦
に
細
長
い
建
物
で
名
前

灘騨

イ
ナ
ー
を
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー

で
。
時
が
た
つ
に
つ
れ
、
ダ
ー

ク
カ
ラ
ー
が
深
ま
り
、
夜
景
が

光
を
増
し
て
浮
か
び
上
が
る
よ

う
に
輝
や
く
。
こ
ん
な
夜
の
お

相
手
は
〃
ブ
ロ
ン
ク
ス
″
〃
ク

ロ
ー
バ
ー
・
ク
ラ
ブ
″
な
ど
の

ソ
フ
ト
・
カ
ク
テ
ル
。
林
檎
ブ

ラ
ン
デ
ー
・
カ
ル
バ
ド
ス
を
べ

【
｛
、
．
識
』
＃
Ⅱ
・

読
鍔
嬬
癖
擢
密
緬
鶴
識
蝉
癖
識
癖
獅
》
単
回
癖
鶴
岬
御
鶴
嘩
』
・
・

パ
ー
ル
、
ル
ピ
ー
、
エ
メ
ラ

ル
ド
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ

本
物
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
入
り

彼
女
の
心
を
引
き
つ
け
る
絶

好
の
演
出
効
果
に
な
る
の
は

う
け
あ
い
。

ま
た
６
月
の
パ
ー
ル
フ
ェ

ア
に
ち
な
ん
だ
企
画
も
盛
り

沢
山
、
来
店
さ
れ
た
女
性
客

全
員
に
パ
ー
ル
缶
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
バ
ー
ス
デ
イ
に
は
、

シ
ャ
ン
パ
ン
と
記
念
フ
ォ

ト
、
そ
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ジ

ュ
エ
リ
ー
を
女
性
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
そ
の
他
レ
デ
ィ
ス
デ

イ
（
毎
月
曜
）
、
レ
イ
ン
デ
イ

と
色
ん
な
デ
イ
サ
ー
ピ
ス
も

楽
し
み
で
彼
女
と
二
人
き
り

の
夜
を
満
悦
さ
れ
て
み
て
は
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人
の
役
割

人
は
誰
で
も
一
つ
の
役
割
を
も
っ
て

こ
の
世
に
生
ま
れ
、
そ
の
役
割
を
ま
っ

と
う
し
て
世
を
去
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

三
歳
の
こ
ろ
高
熱
に
見
舞
わ
れ
た
静

子
さ
ん
は
中
枢
神
経
が
冒
さ
れ
沈
黙
の

寝
た
き
り
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
は
静
子
さ
ん
を
背
負

い
、
病
院
や
診
耀
所
を
訪
ね
ま
わ
り
ま

し
た
が
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
年
間
の
暗
黒
の
家
庭
。
励
ま
さ
れ
た

お
母
さ
ん
は
華
道
を
教
え
て
生
き
甲
斐

を
発
見
し
て
か
ら
、
家
庭
に
時
々
笑
い

が
戻
る
よ
う
に
な
り
、
静
子
さ
ん
も
応

え
て
微
笑
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

天
使
の
よ
う
に
純
粋
な
笑
顔
に
触
れ

た
人
々
は
、
何
と
な
く
自
分
の
心
を
反

省
す
る
そ
う
で
す
。
塀
に
木
戸
口
が
造

ら
れ
、
そ
こ
を
入
る
と
縁
側
に
湛
て
い

る
静
子
さ
ん
が
見
え
ま
す
。
「
静
ち
ゃ

ん
」
と
呼
び
か
け
る
と
彼
女
は
ニ
ッ
コ

リ
と
笑
い
、
そ
の
笑
顔
が
人
を
元
気
づ

け
る
の
で
す
。
評
判
に
な
っ
て
多
く
の

人
が
訪
ね
ま
し
た
。
中
学
生
や
高
校
生

が
自
発
的
に
リ
ヤ
カ
ー
に
彼
女
を
乗
せ

て
公
園
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
る
彼
女
は
近
所
の
人
達

の
カ
ン
パ
で
晴
れ
着
を
着
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
し
て
み
ん
な
と
一
緒
に
扱

っ
た
写
其
を
残
し
て
三
日
後
に
、
彼
女

は
天
国
に
還
っ
た
の
で
す
。

僅
か
二
○
年
の
生
涯
で
し
た
が
、
葬

儀
に
は
四
○
○
人
以
上
も
参
列
し
ま
し

た
。
欲
望
に
振
り
回
さ
れ
る
現
代
社
会

に
、
神
が
適
わ
さ
れ
た
天
使
か
も
し
れ

な
い
静
子
さ
ん
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

湖
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
Ｉ
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

宵
○
七
八
－
二
三
一
－
一
二
一
四

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

領

首

１
１５０
１

龍

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

‐＝司毒鐸一

所
内
の
神
戸
市
会
事
務
局
ま
で

癖：晒一．、鐸一. ､ ､ f t I 再悪？

食
．
。
↑
員
琴
創
璃
群
２
ご
閣
罰
副
昏
仔
降
騨
器
醗
鴬
届くゴＰ

Ｃ

i‘
裟
識

畷

認
溌
撹
唾
疑
沸
砕
識
認
・
蹄

★
〃
闇
の
巨
匠
″
ル
ド
ン
の
世

界
を
心
ゆ
く
ま
で

近
代
絵
画
史
上
き
わ
め
て
重

★
「
花
の
降
る
午
後
‐
｜
ク
ラ
ン
ク
リ
あ
げ
た
。
要
な
位
置
を
占
め
る
画
家
、
オ

イ
ン
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
そ
の
中
で
青
年
画
家
を
演
じ
デ
ィ
ロ
ン
・
ル
ド
ン
の
作
品
を

神
戸
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
る
高
嶋
さ
ん
は
、
「
こ
の
映
画
集
め
た
「
ル
ド
ン
展
」
が
兵
庫

れ
る
映
画
「
花
の
降
る
午
後
」
で
新
し
い
自
分
を
発
見
し
た
い
県
立
近
代
美
術
館
で
開
か
れ
て

が
い
よ
い
よ
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
。
で
す
ね
」
と
抱
負
を
の
べ
た
。
い
る
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
５
月
蝿
日
★
神
戸
市
会
百
年
の
歩
み
が
こ
一
八
四
○
年
、
フ
ラ
ン
ス
の

ホ
テ
ル
ゴ
‐
フ
ル
リ
ッ
ッ
に
お
の
一
冊
に
港
町
ボ
ル
ド
ー
で
生
ま
れ
た
ル

い
て
、
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
記
念
パ
市
勢
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
》
…
Ｉ
識
ド
ン
は

識
鋳
瀞
議
露
難

…
…
…
ｉ
…

。
〈
‐
テ
ィ
‐
に
は
主
演
の
古
騰
望
す
る
鋲
す
が
に
な
れ
ば
」
発
と
し
て
爵
主
義
と
呼
ば
れ

手
川
祐
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
高
と
の
望
い
を
込
め
て
編
集
し
た
る
動
き
の
一
翼
を
に
な
い
つ

嶋
政
宏
さ
ん
、
大
森
監
督
、
原
「
神
戸
市
会
百
年
」
が
完
成
。
つ
、
特
異
な
幻
想
的
世
界
を
展

作
者
の
宮
本
輝
さ
ん
な
ど
も
姿
年
表
に
は
貴
重
な
写
真
も
多
開
し
た
注
目
す
ぺ
き
巨
匠
。

を
み
せ
、
映
画
の
雰
囲
気
を
盛
数
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
見
る
だ
今
回
は
そ
う
し
た
画
家
特
有

け
で
も
楽
し
い
も
の
に
な
っ
て
の
幻
想
的
世
界
を
「
光
と
闇
．
一

い
る
。
の
対
立
な
い
し
共
存
と
し
て
と

群
発
行
部
数
が
少
い
た
め
に
市
ら
え
油
彩
、
水
彩
、
木
炭
、
・
ハ

封
販
は
さ
れ
な
い
が
、
市
役
所
市
ス
テ
ル
画
そ
の
他
の
諸
作
姉
一

睡
政
情
報
室
、
区
役
所
、
図
書
館
百
五
十
点
を
「
怪
物
」
「
天
使
」

霊
市
内
各
中
学
校
、
高
校
、
大
学
「
夢
想
」
な
ど
一
一
十
二
の
テ
ー

大
な
ど
に
置
か
れ
る
の
で
、
閲
覧
マ
別
に
陳
列
、
ル
ド
ン
芸
術
の

も
出
来
る
、
と
の
こ
と
。
魅
力
を
堪
能
で
き
る
よ
う
に
構

お
問
い
合
せ
は
、
神
戸
市
役
成
さ
れ
て
い
る
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動鵬

人
の
役
割

人
は
誰
で
も
一
つ
の
役
割
を
も
っ
て

こ
の
世
に
生
ま
れ
、
そ
の
役
割
を
ま
っ

と
う
し
て
世
を
去
る
と
い
わ
れ
ま
幸
も

三
歳
の
こ
ろ
高
熱
に
見
舞
わ
れ
た
静

子
さ
ん
は
中
枢
神
経
が
冒
さ
れ
沈
黙
の

哀
た
き
り
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
は
静
子
さ
ん
を
背
負

い
、
病
院
や
診
蕪
所
を
防
ね
ま
わ
り
ま

し
た
が
効
果
は
あ
り
哀
せ
ん
で
し
た
。

三
年
洲
の
暗
黒
の
家
庭
。
励
ま
さ
れ
た

お
母
さ
ん
は
誰
道
を
教
え
て
生
き
甲
斐

を
発
見
し
て
か
ら
、
崇
庭
に
時
々
笑
い

が
戻
る
よ
う
に
な
り
、
跡
子
さ
ん
も
応

え
て
微
笑
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

天
使
の
よ
う
に
純
粋
な
笑
顔
に
触
れ

た
人
々
は
、
何
と
な
く
自
分
の
心
を
反

省
す
る
そ
う
で
す
。
塀
に
木
戸
口
が
造

ら
れ
、
そ
こ
を
入
る
と
縁
側
に
狸
て
い

る
熊
子
さ
ん
が
見
え
ま
す
。
「
静
ち
ゃ

ん
』
と
呼
び
か
け
る
と
彼
女
は
ニ
ッ
コ

リ
と
笑
い
、
そ
の
笑
顔
が
人
を
元
気
づ

け
る
の
で
す
。
評
判
に
な
っ
て
多
く
の

人
が
訪
ね
ま
し
た
。
中
学
生
や
浦
校
生

が
自
発
的
に
リ
ヤ
カ
ー
に
彼
女
を
乗
せ

て
公
園
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
る
彼
女
は
近
所
の
人
述

の
カ
ン
パ
で
晴
れ
着
逢
着
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
し
て
み
ん
な
と
一
緒
に
扱

っ
た
写
典
を
磯
し
て
三
日
後
に
、
彼
女

は
天
国
に
遮
っ
た
の
で
す
。

僅
か
二
○
年
の
生
涯
で
し
た
が
、
葬

儀
に
は
四
○
○
人
以
上
も
参
列
し
ま
し

た
。
欲
望
に
撮
り
回
さ
れ
る
到
代
社
会

に
、
神
が
適
わ
さ
れ
た
天
使
か
も
し
れ

な
い
静
子
さ
ん
。

露
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

閲
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一

柚
芦
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

酋
○
七
八
’
二
三
一
’
’
二
一
四
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鱗

五
木
寛
之
署

「
ル
ド
ン
展
」
６
月
妬
日
迄
。

■
観
覧
料
一
般
一
○
○
○
円
、
大
学
高
校

七
○
○
円
、
中
小
生
四
○
○
円

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

宮
（
０
７
８
）
８
０
１
１
１
５
９
１

畑
や
伽
１
打
”
伽
月
晒
休
館

☆
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
を
神
戸
か
ら

地
も
と
神
戸
の
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
、
ヒ
マ
ナ
シ
４
の
歌
う

「
東
門
ブ
ル
ー
ス
」
の
映
像
カ

ラ
オ
ケ
が
完
成
し
、
そ
の
発
表

庫
本
店
８
Ｆ
の
〃
か
ん
し
ん
ホ

ー
ル
〃
に
て
開
か
れ
た
。

「
ヒ
マ
ナ
シ
４
（
フ
オ
ー
ピ

は
歯
科
医
土
居
二
郎
さ
ん
、
カ

メ
ラ
店
主
植
原
文
三
さ
ん
、
公

務
員
西
垣
道
生
さ
ん
、
団
体
職

員
福
田
幸
雄
さ
ん
の
四
人
で
作

る
異
色
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

で
、
結
成
二
十
五
周
年
を
記
念

し
、
昨
年
二
月
「
東
門
ブ
ル
ー

ス
」
で
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
。

グ
ル
ー
プ
の
後
援
会
長
で
完
成

し
た
映
像
カ
ラ
オ
ケ
に
も
友
情

出
演
し
て
い
る
関
西
信
用
金
庫

理
事
長
の
田
端
基
宏
さ
ん
は

「
地
元
の
発
展
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
と
も
神
戸
を
舞
台
に
し
た

ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
を
ノ
．
」
と
意
気

盛
ん
。
出
席
者
か
ら
大
き
な
拍

手
を
あ
び
て
い
た
。

撚

け

の
映
像
力

そ
の
発
表

会
が
五

種
月
十
二

囲
日
、
生

窪
田
新
道

》
球
諏
郵

信
用
金

★
鉄
人
別
号
よ
み
が
え
る

エ
イ
ト
マ
ン
、
ス
ー
パ
ー
ジ

ェ
ッ
タ
ー
な
ど
と
並
ぶ
、
昭
和

釦
年
代
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
鉄
人
鴻

号
」
が
、
ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
け
の

ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
と
し
て
、

現
代
に
よ
み
が
え
っ
た
。

ブ
リ
キ
玩
具
は
横
浜
や
京
都

に
博
物
館
が
で
き
る
ほ
ど
で
、

今
や
文
化
的
価
値
を
持
っ
た
も

の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
言
う
な
れ
ば
骨
董

的
価
値
に
よ
り
、
大
変
な
高
額

で
取
引
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
大
阪
ブ
リ
キ
玩
具
資

料
室
で
は
、
原
作
者
横
山
光
輝

氏
の
承
諾
を
得
て
生
産
を
開
始

し
、
妬
年
前
と
同
じ
輝
き
を
持

つ
「
鉄
人
記
号
」
が
生
ま
れ
た
。

な
お
主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り

●
日
本
の
ブ
リ
キ
玩
具
全
盛
期
の
技
法
を

忠
実
に
ま
も
り
作
ら
れ
て
い
る
。

●
ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
け
で
歩
行
前
進
す
る
。

ｅ
横
山
光
輝
氏
の
描
き
お
こ
し
化
粧
箱

、
限
定
５
０
０
個
の
み
の
販
売

④
品
切
れ
後
の
プ
レ
ミ
ア
が
期
待
で
き
る

●
「
鉄
人
調
号
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
で
き
る

国
御
希
望
の
方
は
大
阪
玩
具
資
料
室
宮
妬

２
４
５
１
４
４
１
１
ま
で

勘
霞
’
‐
…
：
惨
購
瞬
聯
…
…
…
篭
箪
瞬

：
黙
翻
織
…
・
倉
蕊
識
蕊
ｆ
司
締
蕊
藩

☆
日
薗
修
好
三
八
○
周
年
記
念

イ
ネ
ケ
・
カ
ー
リ
ス
版
画
展

４
月
肥
日
か
ら
５
月
狙
日
ま

で
日
本
興
業
銀
行
ロ
ビ
ー
に
て

オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
女
流
版
画
家

イ
ネ
ケ
・
カ
ー
リ
ス
さ
ん
の
シ

カーリスさん

品んり
はのスカ
道作さ１

霧

ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
展
が
開
催
さ

れ
た
。
同
展
は
日
蘭
友
好
を
願

い
、
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
館
後
援

で
行
わ
れ
た
も
の
で
訪
れ
た
人

々
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

路
の
標
識
、
ペ
ン
、
ク
リ
ッ
プ

な
ど
を
素
材
に
し
、
ご
く
身
近

な
物
か
ら
そ
の
造
形
美
を
作
家

の
目
で
と
ら
え
、
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
の
色
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン

キ
に
よ
っ
て
素
晴
ら
し
い
色
彩

を
加
え
、
見
事
な
芸
術
作
品
へ

と
開
花
さ
せ
て
い
る
。

☆
お
し
ゃ
れ
に
英
会
話

女
性
の
間
の
英
会
話
熱
は
あ

い
か
わ
ら
ず
だ
が
、
何
か
実
生

な
が
ら
、
英
会
話
を
身
に
つ
け

た
い
貴
女
に
朗
報
。

カ
ナ
ダ
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関

係
の
仕
事
に
就
い
て
い
た
コ
リ

ン
グ
ウ
ッ
ド
さ
ん
が
、
こ
の
た

び
自
宅
で
英
語
教
室
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
話
題
や
マ
ナ
ー
、
エ
チ

ケ
ッ
ト
の
こ
と
な
ど
、
女
性
の

身
近
な
話
題
に
つ
い
て
の
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
生

き
た
英
会
話
が
学
べ
る
。
興
味

の
あ
る
方
は
電
話
で
左
記
ま
で

宙
２
６
１
１
１
２
９
５
ミ
セ
ス
コ
リ
ン

グ
ウ
ッ
ド
（
枢
ｍ
Ｏ
Ｏ
１
Ｗ
聾
０
０
）

’
1５１
１

＝

繍
雲

聖
子
サ
ン
は
女
性
の
味
方
か
と
思
い

何
か
実
生

が
活
で
役

姉
に
立
つ

達
し
話
題
を

ミ
コ
楽
し
み

§溌溌

金
沢
望
郷
歌

北
陸
の
都
・
金
沢
を
舞
台
に
、
ダ
ウ

ン
誌
を
は
じ
め
文
化
活
動
を
続
け
る
人

た
ち
の
、
ま
こ
と
に
人
間
味
あ
ふ
れ
る

物
語
。
編
築
者
や
芸
者
、
ラ
ジ
オ
局
編

成
課
長
等
の
人
々
が
、
あ
た
か
も
金
沢

に
息
づ
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
現
実
味

を
も
っ
て
迫
っ
て
来
る
。

本
や
雑
誌
の
好
き
な
人
、
関
わ
っ
た

人
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
こ
た
え
ら
れ

な
い
一
冊
で
あ
る
。

（
文
雲
春
秋
社
刊
１
２
０
０
円
）

震
騨

待
ち
に
待
っ
た
鮎
の
季
節
が
や
っ
て

来
た
。
近
畿
の
川
は
六
月
も
半
ば
に
な

る
と
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
全
面
解
禁
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
水
温
も
低
く
鮎
の

成
育
も
い
ま
い
ち
。
お
ま
け
に
す
ぐ
に

も
梅
雨
入
り
で
釣
り
た
く
て
も
釣
れ
な

い
日
が
続
く
。
そ
ん
な
釣
り
人
の
心
を

慰
め
て
く
れ
る
の
が
こ
の
一
冊
。
著
者

と
鮎
と
の
長
い
関
わ
り
、
そ
の
緬
蓄
を

聞
け
ば
、
ま
た
違
っ
た
友
釣
り
が
見
つ

か
り
そ
う
。

（
辻
学
園
出
版
事
業
部
刊
１
５
０
０
円
）
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ツ
ト
ネ
回
漉
区
徳
井
町
１
丁
目
２
１
別
し
て
、
彼
の
人
生
の
む
な
し
さ

ス
ク
ラ
宮
（
０
７
８
）
８
１
１
‐
７
０
１
０
が
、
い
や
が
う
え
に
も
際
立
つ

ブ
″
に
☆
エ
ー
ゲ
海
そ
し
て
あ
る
人
生
て
く
る
。

ｰ ,

ｌ
プ
ン
地
球
サ
イ
ズ
の
展
開
。
Ｋ
Ｏ
Ｂ
い
く
う
ち
に
、
大
国
間
の
か
け

す
る
〃
Ｅ
な
ら
で
は
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
引
き
に
振
り
ま
わ
さ
れ
、
や
が

Ｊ
＆
Ｇ
で
実
現
し
た
賛
沢
。
肉
体
も
精
て
悲
し
い
結
末
が
…
。
あ
く
ま

－
１
‐
１
，
ｉ
ｌ
Ｉ

は
〃
健
康
で
あ
る
こ
と
″
以
上
即
世
紀
初
頭
、
オ
ス
マ
ン
ト
。
熱
い

に
、
心
の
健
康
や
く
つ
ろ
ぎ
を
ル
コ
帝
国
末
期
に
、
帝
国
よ
り
漉
鵜

満
た
し
て
く
れ
る
。
又
、
ビ
ル
エ
ー
ゲ
海
の
あ
る
島
ヘ
ス
。
ハ
イ
》
呼
鴫
‐

は
目
分
自
身
の
Ｌ
Ⅱ
Ｆ
Ｅ
を
快
ｌ
新
作
ビ
デ
オ
情
報
Ｉ
「
ガ
ン
ジ
‐
」
で
ア
カ
デ
ミ

ー
主
演
男
優
賞
に
輝
い
た
ベ
ン

適
に
す
る
素
敵
な
賛
沢
が
存
在
大
ヒ
ッ
ト
映
画
「
危
険
な
情
キ
ン
グ
ス
レ
ー
が
さ
す
が
の
演

す
る
。
事
」
の
脚
本
を
担
当
し
た
ジ
ェ
技
。
東
芝
映
像
ソ
フ
ト
㈱

一
曇
毒
Ｌ
／
ｖ
Ｉ
ｚ
７
ｚ
才
聖
書
１
７
暑
・
皇
技
。
吉

』
。
』
‐プ

ー
ル
、
サ
ウ
ナ
、
エ
ス
テ
－
ム
ス
。
デ
ィ
ァ
ダ
ン
脚
本
。
瀞
；
瀬

テ
ィ
ッ
ク
等
の
充
実
し
た
設
備
監
督
に
よ
る
「
・
ハ
ス
カ
リ
の
島
」
断
議

☆
地
球
人
の
賛
沢
の
デ
ザ
イ
ン
を
ア
メ
リ
カ
人
が
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
生
活
を
送

健
康
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
担
当
。
ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
に
は
っ
て
い
る
男
パ
ス
カ
リ
。
あ
る

体
を
動
か
す
愉
し
さ
。
６
月
加
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
日
彼
の
前
に
怪
し
げ
な
英
国
人

日
、
石
屋
川
に
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ア
、
日
本
人
を
起
用
す
る
な
ど
が
現
わ
れ
、
そ
の
男
を
調
べ
て

：
久
し
ぶ
り
に
快
晴
の
「
神
や
っ
ぱ
り
、
天
気
が
い
い
現
在
の
「
神
戸
ま
つ
り
」

戸
ま
つ
り
」
と
な
っ
た
。
朝
と
盛
り
上
が
り
が
違
う
…
こ
に
は
夜
の
行
事
が
な
い
こ
と

早
く
は
泣
き
出
し
そ
う
な
曇
と
を
実
感
し
た
。
を
、
地
元
紙
も
取
り
上
げ
て

空
で
あ
っ
た
。
が
、
本
番
の
さ
て
「
神
戸
ま
つ
り
」
は
い
る
。
が
、
ど
の
よ
う
に
し

パ
レ
ー
ド
は
青
空
に
な
っ
今
年
が
十
九
回
目
。
来
年
は
て
実
現
し
て
い
く
の
か
、
こ

た
。
い
よ
い
よ
第
一
一
十
回
目
の
神
の
辺
で
も
う
一
度
「
振
り
出

い
ろ
い
ろ
な
趣
向
を
こ
ら
戸
ま
つ
り
を
迎
え
る
こ
と
に
し
」
に
戻
し
て
骨
組
み
を
再
一

Ｌ
惟
椛
儒
儒
峰
峰
侭
捨
操
棒
Ｉ
‐
椎
娼
岬
吟
渉
ル
抑
作
吹
唾
俸
Ｉ
構
傑
Ｌ
忙
惟
Ｆ
Ｉ
Ｉ
い
極
Ⅳ
’
一

花 時 計

ら
激
し
い
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
つ
り
」
自
身
の
洗
い
直
し
も

「
神
戸
ま
つ
り
」
考

に
合
せ
て
踊
る
ム
レ
、
群
。
必
要
だ
ろ
う
。

ぢ

ＥＡＩＥＴＨＬＩＮＧ

､ ッ。Ｊす
‘トフ＆る
･ ネイＧ〃

■

』 蕊Ｉ
蕊聾

神
も
ベ
ス
ト
に
。

暑
い
わ
」
と
汗
に
濡
れ
な
が
な
ど
ｌ
現
在
の
「
神
戸
ま

ム
で
あ
る
。
「
や
っ
ぱ
り
天
成
だ
が
、
あ
ま
り
安
易
に
参

気
や
と
爽
や
か
で
気
色
が
え
加
し
て
、
雰
囲
気
が
こ
わ
れ

え
わ
。
せ
や
け
ど
ち
ょ
っ
と
る
の
も
か
な
わ
ん
な
。
」
な
ど

た
る
。
そ
し
て
、
ひ
と
き
わ
え
た
な
」
。
「
企
業
参
加
で
祭

冴
え
る
の
が
サ
ン
バ
の
リ
ズ
リ
が
華
や
か
に
な
る
の
は
賛

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
響
き
わ
の
宣
伝
ベ
ー
ス
の
参
加
が
増

で
も
美
し
い
エ
ー
ゲ
海
を
前
に鶏

蝋＃
認

雨

１
１５２
１

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
い
『

★
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
（
〒
卸
兵
叩

県
神
戸
市
、
央
膜
波
止
場
町
一
瀞
一
号

撚
柵
雛
柵
》
撚
唖
｜

識
津
識
騨
鴫
蕊
蕊
藷

し
た
。
新
住
所
〒
園
神
戸
市
、
央
区
一
一

一
宮
町
１
丁
目
４
ノ
婚
・
本
社
倉
０
７
８

（
利
）
２
１
２
５
（
代
）
内
販
亦
業
部

酋
０
７
８
（
響
６
１
１
２
（
代
）
シ

皿
Ｉ
ル
ー
ム
肴
０
７
８
（
麺
）
５
８
８

☆
あ
の
子
達
（
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
）
の
声

が
穂
こ
え
る
動
物
園
近
く
に
住
ん
で
調

年
、
あ
と
１
年
を
余
し
て
、
女
房
の
古

里
（
西
神
）
研
究
学
園
都
市
緑
丘
へ
里

帰
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
地

一
絃
融
喉
騨
誌
畿
認
軸
許

ん
が
５
月
８
日
で
退
職
。
弱
才
の
新
ス

タ
ー
ト
で
す
。
〒
鯛
ｉ
Ⅱ
西
宮
市
塩
瀬
一

町
青
葉
命
獅
宮
０
７
９
７
〈
響
０
６
一

一
球
翫
咽
副
旧
四
部
畦
で
唾
麺
榊
識
睦
錨

ん
が
〃
平
成
元
年
日
本
列
島
縦
断
／
香

の
心
を
拓
く
〃
と
題
し
た
腿
示
会
と
虹

日
６
時
か
ら
誕
生
パ
・
‐
テ
ィ
を
４
Ｆ
ホ

ー
ル
で
開
催
会
強
は
１
５
，
０
０
０
円

（
ト
ロ
ピ
カ
ル
デ
ポ
ナ
ー
）
お
土
産
美

佐
扇
面
作
品
／
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
沖
純
訪

問
を
前
に
し
て
／
笛
・
蕊
全
羅
雌
／
舜

一
・
中
村
米
子
で
動
の
杏
を
。
金
沢
東
騨

一
鑑
塞
鋤
擁
癖
緋
迦
麺
耐
迦
雅
趣
砕
酷
鈍
一

事
務
局
貢
０
７
８
（
叩
）
７
０
８
４

★
有
限
会
社
山
本
ピ
ル
（
代
淡
取
締
役
一

山
本
薫
子
〉
が
、
創
立
叩
周
年
を
７
月

に
迎
え
感
謝
披
露
要
を
、
７
月
４
日

（
火
）
６
時
よ
り
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

★
大
阪
府
立
大
学
教
授
の
小
室
翌
允
氏

が
４
月
１
脚
よ
り
姫
路
独
協
大
学
経
涜

》
難
聴
錐
鎌
蝋
一

ｌ
Ｆ
Ａ
ｘ
Ｏ
７
９
２
（
閉
）
０
３
５
２
一
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Ｐ

Ｐ

世
嗣
胤
妥

若
返
り
ダ
ン
ス

『

全
葬
連
認
定
葬
祭
専
門
ま
資
洛
承
渇
着

灘
式
会
丞
天
谷
稔
風
狂

蕊
承
認
猿
大
谷
晃
せ

全
卿
非
祭
郡
業
協
同
組
合

仙
庖
罪
祭
那
業
協
同
組
合
理
郡

神
育
怖
規
絡
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

本
社
／
和
戸
市
長
田
区
松
野
通
１
１
，
１
準

官
０
７
８
１
６
２
１
１
０
０
８
９

鈴
間
合
支
店
／
宮
０
７
８
‐
５
９
２
１
５
４
８
５

高
橋
孟
八
マ
ン
ガ
と
文
ｖ

１
５３
１

〈３＞

熟
年
が
集
ま
っ
て
「
イ
キ
イ
キ
生
き
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
…
」
と
い
う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
っ
た
。
あ
る
元
気
な
熟
年
の
方
が
「
み
ん
な
ダ
ン

ス
を
習
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
。
私
は
「
大
い
に
結

構
」
と
い
っ
た
も
の
の
、
さ
て
、
ダ
ン
ス
と
い
っ
て

も
爺
さ
ん
婆
さ
ん
が
抱
き
合
っ
て
踊
っ
た
と
こ
ろ

で
、
健
康
に
は
よ
ろ
し
か
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

物
足
り
な
い
気
が
し
た
。
や
は
り
、
イ
キ
イ
キ
す
る

ロ
ヨ

に
は
、
相
手
は
若
い
人
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
両
｜

の
で
あ
る
。

ダ
ン
ス
に
限
ら
ず
、
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
に
し
て
も
同

じ
で
、
老
人
ば
か
り
が
群
れ
て
い
て
も
古
い
雰
囲
気

を
掻
き
混
ぜ
て
い
る
だ
け
で
イ
キ
イ
キ
し
た
感
じ
は

出
な
い
。
出
来
れ
ば
若
い
人
も
参
加
し
て
も
ら
う
工

夫
が
い
る
。

そ
の
う
ち
、
福
祉
政
策
も
様
変
り
し
て
、
全
国
に

さ
き
が
け
、
神
戸
市
あ
た
り
が
、
補
助
金
を
出
し

て
、
熟
年
が
若
い
人
に
接
触
出
来
る
施
策
を
考
え
て

く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
神
戸
市
指
定

の
「
若
返
り
ス
ナ
ッ
ク
」
が
あ
り
、
老
人
手
帖
を
持

っ
て
い
け
ば
三
割
引
き
で
、
カ
ラ
オ
ケ
か
ら
ダ
ン
ス

師
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
、
高
齢
者
も
、
極

力
若
ず
く
り
に
努
力
す
る
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
い
る
。
老

人
手
帖
に
は
、
現
在
の
貼
付
写
真
の
他
に
、
自
分
の
若

か
り
し
日
の
写
真
を
貼
付
し
て
、
ダ
ン
ス
の
と
き
は

パ
ー
ト
ナ
ー
に
、
そ
の
写
真
の
方
を
見
て
踊
っ
て
も

ら
う
気
遣
い
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
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画
／
石
川
晴
久

森
柴
枝

国
第
娼
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
受
賞

連
載
小
説
八
３
Ｖ

ー

■

守

４
１
５
１
１

プ
ラ
ハ
か
ら
コ
ノ
ピ
シ
ュ
チ
ヘ
の
道
は
深
い
霧
の
中
だ
っ
た
。

地
形
的
に
、
河
川
の
集
ま
る
盆
地
だ
か
ら
、
こ
の
辺
り
で
は
濃

い
朝
霧
は
い
つ
も
の
こ
と
で
、
特
に
秋
の
季
節
は
深
く
な
る
ら
し

い
。
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
十
メ
ー
ト
ル
先
も
よ
く
見
え
な
い
が
、
先

行
車
も
対
向
車
も
な
い
か
ら
気
持
よ
く
と
ば
せ
る
。
バ
ス
は
、
大

き
な
体
を
ゆ
す
っ
て
走
る
。
一
一
シ
ダ
が
、

「
そ
ん
な
に
と
ば
し
て
大
丈
夫
？
」

と
心
配
顔
を
す
る
が
、
こ
れ
だ
け
空
い
て
い
る
の
だ
か
ら
対
向

車
と
の
正
面
衝
突
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
万
一
先
行
車
が
見
え
れ

ば
た
だ
ち
に
徐
行
で
き
る
と
い
う
自
信
が
あ
る
か
ら
と
ば
し
て
い

る
の
だ
。
山
道
へ
か
か
り
、
カ
ー
ブ
が
続
く
の
で
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
す
。
ニ
シ
ダ
は
ほ
っ
と
し
た
顔
に
な
る
。
山
の
上
は
寒
い
。

コ
ノ
ピ
シ
ュ
チ
城
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
太
子
フ
ェ
ル
デ
イ
ナ

ン
ド
の
城
。
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
も
よ
く
訪
れ
た
と
い
う
。

城
砦
で
は
な
く
居
城
で
あ
る
か
ら
、
華
麗
に
、
ぜ
い
た
く
に
造

ら
れ
て
い
る
。

円
形
の
塔
と
四
角
な
居
室
の
連
な
り
を
う
ま
く
配
置
し
た
優
美

な
外
観
、
バ
ロ
ッ
ク
風
の
天
井
画
、
ロ
コ
コ
風
の
室
内
調
度
、
タ

・
ヘ
ス
ト
リ
ー
、
外
で
火
を
焚
き
室
内
に
は
煙
も
臭
い
も
入
ら
ず
熱

だ
け
が
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
美
し
い
陶
製
の
ス
ト
ー
ブ
。
大
広
間

い
つ
ぱ
い
に
蒐
集
さ
れ
た
膨
大
な
量
の
武
器
は
、
ほ
と
ん
ど
が
実

用
品
で
は
な
く
、
人
に
見
せ
る
た
め
の
美
術
品
で
あ
る
。
窓
か
ら

は
、
孔
雀
の
遊
ぶ
バ
ラ
園
の
あ
ち
こ
ち
に
建
て
ら
れ
た
数
々
の
彫

像
が
見
え
る
’
は
ず
だ
が
、
今
日
は
霧
で
見
え
な
く
て
残
念
．

何
よ
り
驚
か
さ
れ
る
の
は
「
王
の
獲
物
」
だ
っ
た
。

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
は
殊
の
他
狩
が
好
き
で
、
生
涯
に
三
十
万

匹
の
鳥
獣
を
殺
し
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
護
っ
た
場
所
と
日
付
の
プ

レ
ー
ト
を
つ
け
、
城
の
い
た
る
所
に
飾
っ
た
。

例
え
ば
、
長
い
廊
下
い
つ
ぱ
い
に
掛
け
ら
れ
た
何
百
頭
分
の
鹿

の
角
、
天
井
か
ら
び
っ
し
り
吊
さ
れ
た
何
千
羽
の
鳥
の
剥
製
、
広

い
踊
り
場
に
立
ち
並
ぶ
ク
マ
の
剥
製
、
階
段
の
壁
に
折
り
重
な
っ

て
張
り
つ
け
ら
れ
た
野
牛
の
皮
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
れ
ら
れ
た

お
び
た
だ
し
い
牙
や
爪
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
の
他
、
リ
ス
、

兎
、
狼
、
狐
、
な
ど
、
壮
観
と
い
う
よ
り
は
気
持
が
悪
い
。
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コ
ノ
ピ
シ
ュ
チ
か
ら
カ
ー
ル
シ
ュ
テ
イ
ン
城
へ
向
か
う
道
を
走

っ
て
い
る
と
、
霧
が
動
き
は
じ
め
、
み
る
ま
に
す
う
す
う
と
晴
れ

唾

上
が
っ
た
。
静
か
な
夜
明
け
の
薄
明
か
ら
急
に
昼
間
の
活
動
的
な

世
界
に
入
っ
た
気
分
だ
。
山
小
屋
風
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と
る
。

城
は
、
こ
こ
で
も
山
の
上
に
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
砦
と
し
て
造

ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
足
元
は
岩
山
だ
。
道
も
急
坂
で
、
あ
え
ぎ
登

る
感
じ
と
な
る
。

ハ
イ
ン
ッ
は
以
前
に
一
度
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
今
日
は

下
で
待
つ
こ
と
に
し
た
。
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
城
の
真
下
に
あ
る

か
ら
、
日
本
人
た
ち
が
登
っ
て
行
っ
た
道
を
逆
の
方
向
へ
少
し
歩

く
と
、
城
の
全
体
が
遠
望
で
き
る
。

ボ
ヘ
ミ
ア
王
が
廻
世
紀
に
建
て
た
城
で
、
コ
ノ
ピ
シ
ュ
チ
城
の

よ
う
な
派
手
さ
は
な
い
が
、
灰
色
の
切
妻
形
の
屋
根
を
持
つ
建
物

群
、
矢
狭
間
の
並
ぶ
城
壁
、
見
張
塔
、
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め

に
う
ね
う
ね
と
谷
へ
向
か
っ
て
の
び
た
土
壁
、
そ
の
先
端
に
あ
る

泉
を
守
る
砦
な
ど
、
実
質
的
、
実
践
的
に
均
整
の
と
れ
た
建
造
物

で
、
又
違
っ
た
美
し
さ
が
あ
る
。

城
は
、
外
か
ら
見
れ
ば
美
し
く
、
王
子
や
姫
君
の
住
居
と
し
て

人
民
た
ち
の
憧
れ
で
あ
っ
た
が
、
内
に
は
常
に
血
な
ま
ぐ
さ
い
歴

史
を
秘
め
て
い
る
も
の
だ
。
ボ
ヘ
ミ
ア
に
は
美
し
い
城
や
砦
が
多

く
、
今
は
観
光
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
が
、
よ
く
聞
け
ば
、
。
こ
の

し
み

石
畳
の
汚
染
は
大
臣
が
殺
さ
れ
た
時
の
血
の
痕
だ
と
か
、
｝
」
の
石

段
は
王
が
首
を
打
た
れ
た
時
、
剣
の
勢
い
余
っ
て
欠
け
た
と
か
、

そ
ん
な
言
い
伝
え
も
珍
し
く
な
い
。

コ
ノ
ピ
シ
ュ
チ
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
は
、
一
応
戦
乱
の
治
ま

っ
た
世
に
、
権
勢
ゆ
る
ぎ
な
い
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
の
皇
太
子
と
し

て
生
ま
れ
、
戦
争
に
明
け
暮
れ
た
先
祖
の
王
た
ち
か
ら
受
け
継
い

だ
荒
々
し
い
血
の
た
ぎ
り
を
お
さ
え
か
ね
て
、
あ
わ
れ
な
ケ
モ
ノ

た
ち
に
向
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
十
万
匹
の
ケ
モ
ノ
は
、
食

肉
と
し
て
実
用
に
も
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

く
さ
む
ら
の
中
の
石
に
腰
を
お
ろ
し
て
、
城
の
眺
め
と
、
暖
か

く
な
っ
て
き
た
日
射
し
を
楽
し
む
。

（
こ
の
城
も
カ
ー
ル
だ
な
）

自
然
に
わ
が
家
の
カ
ー
ル
へ
と
思
い
が
つ
な
が
る
。

出
発
前
の
、
言
い
出
し
に
く
い
時
に
、
バ
ー
バ
ラ
が
あ
え
て
口

に
し
た
の
は
、
き
っ
と
何
か
急
ぐ
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
。

１
１５５
１

生
き
物
を
殺
す
こ
と
が
そ
ん
な
に
楽
し
か
っ
た
の
か
。
こ
の
王

は
日
本
へ
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
も
日
本
の
獣
を
狩

り
た
い
と
望
ん
だ
が
断
わ
ら
れ
た
と
い
う
。

王
の
居
間
に
も
一
匹
の
ク
マ
が
い
た
が
、
こ
れ
は
王
に
狩
ら
れ

な
か
っ
た
唯
一
の
例
外
。
庭
に
大
き
な
ク
マ
舎
が
あ
っ
て
、
こ
の

城
で
は
い
つ
も
そ
こ
に
伝
統
と
し
て
一
頭
の
ク
マ
が
飼
わ
れ
て
い

る
。
今
も
一
頭
い
る
が
、
居
間
の
剥
製
は
、
今
、
生
き
て
飼
わ
れ

て
い
る
ク
マ
の
母
親
だ
そ
う
だ
。

城
館
の
下
の
森
を
通
っ
て
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
下
る
。
ブ

ナ
や
ケ
ヤ
キ
の
大
木
が
霧
に
包
ま
れ
、
道
も
す
ぐ
そ
こ
ま
で
し
か

見
え
な
い
。
歩
く
に
つ
れ
て
、
そ
の
先
に
何
が
現
れ
る
か
と
期
待

し
な
が
ら
下
る
。
山
裾
を
巡
り
な
が
ら
ゆ
る
い
傾
斜
で
つ
け
ら
れ

た
森
の
中
の
散
歩
道
に
は
大
き
な
ド
ン
グ
リ
が
散
ら
ば
り
、
ど
こ

か
ら
か
水
が
引
か
れ
て
い
て
、
小
道
添
い
に
流
れ
て
い
た
り
、
横

切
っ
て
橋
の
下
の
小
さ
な
滝
と
な
っ
た
り
し
て
変
化
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
。

下
草
の
茂
っ
た
所
に
は
、
リ
ス
や
兎
が
か
く
れ
て
い
そ
う
だ
。

こ
こ
な
ら
鹿
だ
っ
て
い
・
る
か
も
し
れ
な
い
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド

も
、
自
分
の
庭
の
獣
は
殺
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

日
本
人
の
女
が
、
そ
ば
を
歩
き
な
が
ら
、
ハ
イ
ン
ッ
の
方
を
見

て
話
し
か
け
る
。
一
一
シ
ダ
が
通
訳
し
て
く
れ
る
。

「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
の
話
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
子
ど
も
た
ち
は
、
皆

知
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
あ
れ
、
日
本
で
も
有
名
で
す
。
私
も

小
さ
い
時
、
聞
き
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
中
に
出
て
く
る
『
森
』

の
イ
メ
ー
ジ
が
、
も
ひ
と
つ
分
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
き
っ

と
、
こ
ん
な
所
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」

「
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
は
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
城
の
庭
で
す
。
北

ド
イ
ツ
の
自
然
の
森
は
こ
ん
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と

暗
く
て
淋
し
い
所
で
す
」

「
そ
う
で
す
か
、
で
も
、
こ
の
、
日
本
と
は
種
類
の
違
う
樹
木
を

見
た
だ
け
で
も
、
そ
の
森
が
想
像
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
」
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例
え
ば
、
学
園
祭
の
舞
台
で
演
じ
る
の
で
早
く
練
習
を
し
た
い

と
か
１
．

し
か
し
、
い
く
ら
音
楽
祭
で
も
学
園
で
ド
ラ
ム
ス
を
や
ら
せ
る

だ
ろ
う
か
。
こ
の
頃
の
こ
と
だ
か
ら
や
ら
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
な
ら
学
園
に
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
使
っ
て
練
習

す
れ
ば
い
い
。

少
し
で
う
ま
く
な
り
た
い
と
思
え
ば
家
に
も
練
習
用
が
ほ
し
い

だ
ろ
う
。

ラ
イ
バ
ル
が
い
る
の
か
な
。

家
で
練
習
す
る
と
近
所
迷
惑
に
は
な
ら
な
い
か
。

カ
ー
ル
の
部
屋
は
車
の
通
る
道
路
に
面
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ

ほ
ど
心
配
は
い
ら
な
い
だ
ろ
う
。
家
族
は
少
し
が
ま
ん
し
な
く
て

は
な
る
ま
い
が
。

ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
と
い
え
ば
か
な
り
高
価
な
も
の
だ
ろ
う
。
わ
が

家
に
は
ぜ
い
た
く
品
で
は
な
い
か
。

し
か
し
払
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
無
理
せ
ず
払
え
る
の
な
ら
、

ぜ
い
た
く
品
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

せ
っ
か
く
買
っ
て
も
す
ぐ
に
飽
き
て
放
っ
て
お
く
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

い
や
、
カ
ー
ル
は
そ
ん
な
子
じ
ゃ
な
い
。
も
し
最
終
的
に
は
飽

き
る
と
し
て
も
、
し
ば
ら
く
の
間
で
も
熱
中
し
て
や
る
な
ら
、
ぼ

け
１
つ
と
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い
る
よ
り
い
い
の
で
は
な
い
か
。

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
と
、
と
か
く
「
買
っ
て
や
ろ
う
か
」
と

い
う
考
え
に
傾
い
て
い
く
。

「
ほ
ん
と
？
買
っ
て
く
れ
る
の
？
」

自
分
に
似
た
茶
色
の
瞳
を
輝
か
せ
る
カ
ー
ル
の
顔
が
目
に
浮
か

夢
。今

夜
は
、
待
ち
か
ね
た
『
西
側
』
へ
出
ら
れ
る
。
と
に
か
く
バ

ー
バ
ラ
と
も
う
一
度
よ
く
相
談
し
て
…
…
。

日
本
人
た
ち
が
城
見
物
を
終
え
て
下
り
て
来
た
。

カ
ー
ル
シ
ュ
テ
イ
ン
城
の
下
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
出
る
と
、

ボ
ヘ
ミ
ア
の
黒
い
森
を
抜
け
、
高
原
地
帯
の
な
だ
ら
か
な
丘
を
幾

つ
も
越
え
、
夕
日
に
向
か
っ
て
バ
ス
を
走
ら
せ
る
。

国
境
に
着
い
た
の
は
予
定
よ
り
早
い
五
時
過
ぎ
だ
っ
た
の
だ
が

Ｗ

凸

６
‐
５
１
１

す
ぐ
前
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
車
が
停
ま
っ
て
い
て
、
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
て
い
た
。
全
員
降
ろ
さ
れ
、
床
下
の
荷
物
庫
は
勿
論
、

個
人
の
手
荷
物
ま
で
全
部
開
け
て
調
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
日
本
人
の
調
べ
は
ご
く
簡
単
だ
っ
た
。
パ
ス

ポ
ー
ト
を
集
め
、
事
務
所
で
捺
印
し
て
、
返
す
時
に
一
人
ず
つ
、

写
真
と
顔
を
見
比
べ
た
だ
け
だ
。

『
東
側
』
は
出
国
や
亡
命
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
る
が
『
西

側
』
は
入
っ
て
来
る
者
を
さ
ほ
ど
気
に
し
て
い
な
い
。
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
か
ら
の
出
国
に
は
手
間
ど
っ
た
が
、
西
ド
イ
ツ
へ
の
入

国
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
も
あ
ま
り
問
題
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

何
の
荷
か
、
貨
物
を
満
載
し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
、
何
十
台
も

す
れ
ち
が
い
、
『
東
』
へ
入
っ
て
行
っ
た
。

国
境
か
ら
は
、
ゆ
る
い
坂
道
を
谷
へ
向
か
っ
て
か
け
下
る
。
山

の
陰
へ
入
っ
て
行
く
の
で
ど
ん
ど
ん
日
が
暮
れ
る
。

ド
ナ
ウ
河
の
支
流
に
出
会
う
。
こ
の
辺
り
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

河
川
の
南
流
と
北
流
の
分
水
嶺
だ
と
い
う
。
こ
の
辺
り
で
降
る
雨

は
一
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
差
で
北
は
北
海
へ
、
南
は
地
中
海
へ
注
ぐ
わ

け
だ
。
あ
れ
、
ド
ナ
ウ
は
黒
海
だ
っ
た
か
な
。

真
っ
暗
に
な
っ
て
、
や
っ
と
バ
イ
デ
ン
の
町
に
入
っ
た
。
こ
の

町
は
初
め
て
だ
し
、
思
い
が
け
ず
雨
も
降
り
出
し
た
が
、
も
う
ド

イ
ツ
語
が
通
じ
る
か
ら
迷
子
に
も
な
ら
ず
に
済
む
。

大
通
り
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
明
か
る
く
灯
が
と
も
り
商
品

が
山
積
み
に
し
て
あ
る
の
を
見
て
、
日
本
人
た
ち
は
、
喜
び
と
も

安
堵
と
も
し
れ
な
い
歓
声
を
上
げ
る
。
た
っ
た
五
日
間
ほ
ど
統
制

経
済
の
国
を
旅
行
し
た
だ
け
な
の
に
、
そ
ん
な
に
心
細
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

ホ
テ
ル
に
着
く
と
、
ま
ず
フ
ロ
ン
ト
か
ら
業
務
連
絡
を
す
る
。

「
ハ
イ
ン
ッ
か
、
無
事
共
産
圏
か
ら
出
て
き
た
か
。
悪
い
け
ど
な

引
き
続
き
ヤ
ー
パ
ン
の
面
倒
見
て
く
れ
な
い
か
？
」

「
ど
こ
だ
？
」

「
そ
れ
が
イ
タ
リ
ー
周
遊
な
ん
だ
、
そ
れ
も
君
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
に
帰
る
翌
日
か
ら
だ
」

「
と
い
う
と
ア
ル
プ
ス
越
え
に
一
日
は
か
か
る
か
ら
家
に
寄
る
間

も
無
い
わ
け
だ
が
、
ま
あ
い
い
よ
」

●ｑ
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、

や
れ
や
れ
、
浮
世
の
い
ざ
こ
ざ
に
は
で
き
れ
ば
か
か
わ
り
た
く

な
い
も
の
だ
が
…
…
。

「
し
か
し
、
彼
が
？
」

「
ま
さ
か
、
と
も
思
う
ん
だ
け
ど
」

「
カ
ー
ル
は
ど
う
し
て
る
？
」

「
勉
強
し
て
る
わ
」

「
ド
ラ
ム
が
欲
し
い
か
ら
見
せ
か
け
て
る
わ
け
か
」

「
さ
あ
」

「
こ
れ
か
ら
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
と
ラ
イ
ン
下
り
に
つ
き
合
っ
て

火
曜
日
に
帰
る
予
定
だ
っ
た
ん
だ
が
、
た
っ
た
今
、
業
務
連
絡
で

次
の
仕
事
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
ド
ラ
ム
の
こ
と
は
、
帰
っ
て
か

ら
も
う
一
度
よ
く
相
談
し
て
…
…
、
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
が
、
又

十
日
ほ
ど
帰
り
が
の
び
た
。
ど
う
だ
？
あ
れ
は
急
ぐ
の
か
？
」

「
大
丈
夫
、
も
う
あ
き
ら
め
た
み
た
い
よ
」

「
あ
き
ら
め
た
？
」

「
え
え
、
だ
っ
て
ハ
イ
ン
ッ
、
あ
な
た
、
あ
の
子
に
は
ぜ
い
た
く

だ
と
思
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？
だ
か
ら
そ
う
言
っ
て
聞
か
せ
た
の
」

な
ん
だ
、
解
決
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
カ
ー
ル
の
や
つ
、
え
ら

く
簡
単
に
諦
め
た
も
の
だ
。
ね
ば
り
の
な
い
息
子
が
は
が
ゆ
い
。

反
対
し
た
の
は
自
分
だ
が
、
自
分
の
居
な
い
間
に
解
決
し
た
の
が

く
や
し
い
よ
う
な
、
買
っ
て
や
れ
な
い
の
が
淋
し
い
よ
う
な
…
…

撫
然
と
し
た
気
持
で
皆
の
い
る
食
堂
へ
行
く
。

ホ
テ
ル
・
ス
タ
ッ
ド
ク
ル
ー
グ
の
食
堂
は
、
ス
キ
ー
小
屋
風
の

造
り
で
あ
っ
た
。
丸
木
の
窓
枠
、
木
造
り
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
、

大
き
な
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
に
金
網
を
張
っ
て
、
毛
糸
の
手
袋
や

ス
キ
ー
帽
が
引
っ
か
け
て
あ
る
。

「
ハ
イ
ン
ッ
、
ど
こ
へ
行
っ
て
た
ん
で
す
か
？
」

ニ
シ
ダ
が
立
ち
上
が
っ
て
空
い
て
い
る
席
を
教
え
て
く
れ
る
。

「
今
夜
は
自
由
主
義
国
へ
帰
れ
た
お
祝
い
に
乾
杯
す
る
ん
で
す
、

あ
な
た
も
ど
う
ぞ
」

グ
ラ
ス
を
持
た
さ
れ
、
ビ
ー
ル
を
注
が
れ
た
。
本
当
は
、
ハ
イ

ン
ッ
は
、
見
か
け
に
よ
ら
ず
、
又
ド
イ
ツ
人
ら
し
く
も
な
く
、
飲

め
な
い
の
だ
が
、
今
夜
は
少
し
飲
も
う
。
明
日
の
運
転
に
さ
し
つ

か
え
な
い
ほ
ど
に
。
（
お
わ
り
）

１
１５７
１

■

「
そ
う
か
、
助
か
る
。
特
別
手
当
出
す
よ
う
に
言
っ
と
く
か
ら
。

実
は
ア
ル
ベ
ル
ト
に
言
っ
て
み
た
ん
だ
が
、
同
時
に
入
っ
て
い
た

ア
メ
公
の
方
が
い
い
と
言
っ
て
決
め
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。
あ
い
つ

住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
る
し
、
二
人
目
が
生
ま
れ
る
か
ら
、
チ
ッ
プ
が

欲
し
い
ん
だ
ろ
う
」

「
そ
う
い
え
ば
ヤ
ー
パ
ン
は
運
転
手
に
チ
ッ
プ
を
く
れ
た
り
し
な

い
か
ら
な
」

「
だ
か
ら
特
別
手
当
出
す
っ
て
」

「
分
か
っ
た
」

次
に
バ
ー
バ
ラ
に
電
話
す
る
。

「
ハ
ロ
ー
、
あ
あ
、
ハ
イ
ン
ッ
、
元
気
だ
っ
た
？
」

「
有
難
う
、
そ
ち
ら
は
？
」

「
有
難
う
、
元
気
、
あ
の
ね
、
ル
ド
ル
フ
が
ね
」

「
』
え
つ
？
。
」

「
ル
ド
ル
フ
よ
」

「
ル
ド
ル
フ
？
」

い
き
な
り
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
、
人
の
気
も
知
ら
な
い
で
…
…

「
そ
う
よ
、
足
に
ケ
ガ
し
て
…
…
、
ひ
ど
い
ケ
ガ
な
の
、
さ
っ
き

ホ
ー
ガ
ー
ス
先
生
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
っ
て
縫
っ
て
も
ら
っ
た

の
、
七
針
も
よ
」

猫
の
小
さ
な
足
を
七
針
も
縫
う
の
は
、
そ
れ
は
大
ケ
ガ
に
は
違

い
な
い
が
…
…
。

出
が
け
の
喧
嘩
の
こ
と
は
忘
れ
た
の
か
、
多
分
忘
れ
た
ふ
り
を

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
自
分
の
方
が
あ
や
ま
る
べ
き
だ
と
は
思
っ

て
い
な
い
と
す
る
と
ち
ょ
っ
と
い
ま
い
ま
し
い
が
、
ま
あ
今
度
の

場
合
仕
方
が
あ
る
ま
い
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
？
」

「
ど
う
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
心
配
し
て
る
の
。
ホ
ー
ガ
ー

ス
先
生
は
ね
、
刃
物
の
ケ
ガ
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
」

「
刃
物
？
」

「
え
え
、
猫
ど
う
し
の
喧
嘩
で
は
な
い
み
た
い
だ
っ
て
」

「
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」

「
前
に
ね
西
の
角
の
シ
ュ
メ
ッ
ヶ
ビ
ァ
さ
ん
が
、
猫
を
家
か
ら
出

さ
な
い
で
く
れ
、
っ
て
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど
…
…
」
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